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審 査 結 果 の 要 旨 
妊娠中の母体感染は，出生児における自閉スペクトラム症などの発達障害や，統合失調症などの
精神疾患の発症リスクを上昇させることが知られている．過去の動物実験からは，胎盤を通じて移
行した母体の炎症性サイトカイン，特に Interleukin-6 (IL-6) が胎児脳に悪影響を及ぼすと考えられ
ているが，ヒト由来組織を用いた検討はない．そこで申請者は，ヒト iPS 細胞から分化誘導した胎
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